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配置され統合教育を受ける学生が 2004年には全体特殊教育対象者の 57.1%であったのが、2005年度には 59.8%、



























に配置され、統合教育を受けたりもしている。韓国の障害学生の教育配置状況は <表 1 >の通りである。
　<表 2 >は韓国の障害学生の特殊学校と一般学校の年度別配置状況で、韓国には 149校の特殊学校があり、学校
数は毎年少しずつ増えてきたが、学生数はむしろ減少している。











































る 37,620人の教員のうち特殊教員免許状所持者は 611人 (1.6%)、60時間以上研修履修者は 5,107人 (13.6%)、30時



































































いる特殊教師各校 1名ずつ 32名を推進状況評価団 (モニター )に任命し、センター目的と趣旨、プログラムに対













4人、補助員 1人が常駐している。統合教育支援室で管理している学生は 35人で表 6のように通常学級に配置さ
れており、学生の能力と条件により異なるが、全体授業時間の 1/3程度を統合教育支援室で職業教育など別途の活
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＜表 4＞盛恩学校学年別学生数
＜表 5＞盛恩学校重複障害学生数
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動を行い、残りの時間を通常学級で一般学生と共に送っている。
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南地域において人文系高等学校で最初にできた特殊学級であり、初めは統合教育に対する一般教師と保
護者の心配が多かった。しかし学校長の積極的な支援と特殊学級教師の努力により一般学生と父兄の障害学生に対
する理解が高まり、統合教育に対して肯定的な考えを持つようになった。特殊教師は一般学生と教師の障害学生に
対する理解を高めるための努力、通常学級の授業および活動に対する障害学生の支援、各種学校行事における障害
学生の一般学生との統合された活動支援、障害学生の職業および進路教育など障害学生の卒業後自立と社会統合な
ど特別支援教育コーディネーターの役割に通じる多角的な努力を行っている。
おわりに
　韓国では「特別支援教育」という用語を使わないが、すでに大多数の特殊学級教師が障害学生の直接的な指導か
ら統合教育を支援する業務に移行している。しかし、日本が一人ひとりの可能性を高めることに教育の主眼点をお
くが、韓国は障害者と一般人が共生していく方法を障害者健常者共に教育するのに主眼点をおいている。韓国の特
殊教育の変化は猪突的で多少荒い面があるが、この側面が韓国の障害学生の自立能力の向上と社会的条件の改善に
対して急激な向上を持ってきたと韓国の多くの特殊学級教師は考えている。しかし、基盤を整備し詳細に展開する
日本の特別支援教育は韓国も見習わなければならない点もある。この特別支援教育コーディネーター会議が、最も
近い国の日本と韓国の特殊教育がお互いの長所を生かし、両国の障害学生にとって幸せな人生を営む基礎になれば
よいと願っている。
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＜表 6＞　突馬高等学校　障害学生通常学級配置状況
